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【目的】 周知の通り薬学教育6年制への移行に伴い、間も無く、新卒薬剤師が激減する、いわ

ゆる「空白の２年間」が訪れる。背景には、社会や医療現場により貢献できる薬剤師育成への希

求、即ち「質」に対する危機感があるという。また、移行に伴う問題点として、「人材」確保の

困難性が予測、クローズアップされている。さて、2008年の新卒者は「空白の 2年間」に突入

する2010年には3年目、そして「空白の2年間」が明ける2012年には、5年目薬剤師として”6

年制薬剤師新卒者”を迎え入れることになる。しかしながら、社内においては2009年の新卒者

配属を最後に 2年間は配属がなされないことを勘案すると、立場としては、「2年目薬剤師」と

して 2年間を過ごすことになる。もし、このような現状を意識せず、2年間を漫然と過ごせば、

即ち「2年目薬剤師」のまま「5年目薬剤師」となる危険性を孕んでいる。ひいては、全体の「質」

の低下が危惧される。そこで、本学会においては4年後の自身を空白にしないための「空白の２

年間」の過ごし方について「2008年の新卒者」という立場から「人財」、「質の向上」の観点か

ら検討し、報告する。 

 

【方法】①「空白の２年間」に於ける「想定されるイベント」また「機会の喪失」についてピッ

クアップ作業を行った。② 更に、２～５年目の先輩薬剤師を対象に観察、インタビューを行い、

業務把握を行なった。③ ①②を材料に「空白の２年間」の過ごし方について「2008年の新卒

者が集まる機会」を利用し、全員で考察し検討を行なった。 

 

【結果】現在我々新卒者は「新入社員研修」受講の最中であるが、研修を客観的に観察すること

によって、人は受講による成長の他、人を教えることにより成長することを感じた。即ち「空白

の２年間」における「機会の喪失」として最も大きいのは、「後輩に教える機会の喪失」であっ

た。また「想定されるイベント」としては「長期薬学実習受け入れ」が予測されるが、指導薬剤

師としての認定には間に合わないことも同時に想定された。これらは即ち「自身の成長の機会の

喪失」と同義であった。また、自身の成長の停滞は同時に”6年制薬剤師新卒者”への育成力低

下をも意味していた。係る諸問題についての解決案は本要旨作成時には明確には提出できていな



い。本発表までに議論を重ね、一定の見解を示せればと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


